
第２車庫（１階）

第１車庫 江戸期前期頃の石垣

①石積・側溝（江戸期）
②県会議事院の基礎の遺構
（明治期）

第３別館

第２別館
第１別館

正門

玄関

明治期以降

江戸期

江戸期前半

遺構等が建物建設等に
より攪乱されている可能
性が高いエリア

江戸期の石垣

南門

←江戸期の石垣ライン（想定）

【耐震診断】
●全ての階において判定指標値（0.64）を下

回っている。
●耐震補強（RC壁or鉄骨ブレース築造）によ

る建物利用は可能。

【文化財的価値評価】（文化財保護審議会委
員所見）
●大正期の特徴的な造形を示す歴史的建造
物としては、長崎市内だけでなく県内全域でも
類例が少ない大変貴重な遺構
●是非とも保存のうえ全面的に修復して再活
用を目指すべき。
（駐車場側に低層の建物を増築する程度は支
障ない） 石積（時期不明）

Ｎ

①

②

石積（時期不明） 第２車庫
（屋上）

①木造庁舎（第２代 M9）の基

礎と思われる遺構（明治期）
②県会議事院（第３代 M43）の
基礎の遺構（明治期）

①

②

①石垣（江戸期）
②石塁状遺構（明治期以降）

②①

幕末期前後頃の石垣

近代以降の石垣
（周辺に江戸期の石垣が
存在する可能性あり）

開発の際に本格的な発掘調査が必要となる範囲を推定

江戸時代の石垣は残す方向で検討

貴重な遺構であり、保存活用する際は、耐震補強が必要

江戸期の石積、明治期の庁舎遺構の取扱について検討
が必要

埋蔵文化財等調査結果 （H22.11～H23.3）提言の留意事項提言の留意事項提言の基本的な方向提言の基本的な方向

県民共有の財産として誰もが利用できることを前提に
① 集い、交流を通じて新しい魅力や価値を創造する場
② 歴史性への配慮
③ 都市核としての象徴性
④ 周辺との調和と波及効果

○埋蔵文化財については本格的な発掘調査を実施
○歴史ある石垣は残す方向で検討
○第三別館は保存・活用も視野に入れた調査を実施
○公園機能の確保を前提とした江戸町公園との一体
的な活用も検討
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埋蔵文化財調査等の結果
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